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徐々に American idiom により適した新定型の探求へと変容していく様子を検証すべ
く、後期ウィリアムズの詩風からはほど遠いと思われるソネット「詩の効用」“The  
Uses of Poetry”(1909) や、ウィリアムズの詩の中で最も人口に膾炙した「赤い手押
し車」“The Red Wheelbarrow” (1923) などの韻律分析を展開している。 
  第2章、第3章においては、ウィリアムズの二大特質である視覚性とリズムが、それ
ぞれ考察されている。ウィリアムズにおける、詩と絵画における意匠の融合の試みを、








  第4章では、晩年の長編詩「アスフォデル、永遠に咲く花」“Asphodel,That Greeny
 Flower” (1955) を取り上げ、記憶と喪失、新旧の対比が物語られる本作品において、
ウィリアムズ初期の伝統に対する反骨精神が影を潜め、むしろ、嫌厭して止まなかっ
た弱強五歩格が効果的に織り交ぜられて詩行が進められていく実態を詳らかにし、加
えて、W. H. オーデンが variable foot を模して書いたと思われる詩 「浴室礼讃」









れていた旧来の韻律が variable foot の詩行に見え隠れする事実の中に、ウィリアム
ズの詩人としての成熟を見出し、隙のないイギリス詩の伝統的韻律という岩間に、ウ
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